
歌
の
周
辺

秋
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
く
と
、
風
が
ひ
ん
や
り
と
金
属
の
響
き
を
帯

び
て
コ
ス
モ
ス
の
花
々
を
越
え
て
ゆ
く
…
…
。
こ
れ
は
〈
見
た
風
景
〉

で
は
な
く
、〈
見
た
い
風
景
〉（
心
を
反
映
さ
せ
た
風
景
）
を
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
。
時
々
そ
う
い
う
作
り
方
を
し
た
。

四
句
目
の
「
冷
や
冷
や
と
」
は
「
ヒ
ヤ
ビ
ヤ
ト
」
と
発
音
す
る
。「
冷

え
冷
え
と
」
の
意
で
あ
る
。
な
ぜ
「
冷
え
冷
え
と
」
と
せ
ず
、
あ
え
て

「
冷
や
冷
や
と
」
と
し
た
の
か
？

　そ
れ
は
た
ぶ
ん
直
感
的
に
ア
行
の

音お
ん

を
増
や
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
冷
え
冷
え
と
」
な
ら

ば
ア
行
音
は
一
首
で
合
計
11
個
だ
が
、「
冷
や
冷
や
と
」
に
す
れ
ば
合

計
13
個
に
な
る
。 

（
高
野
公
彦
）

令和５年度の主な講演会・同時開催展

●講演会は入場無料

● 9月 1日(金)～10月31日(火)

●11月11日(土)12：30～

●11月11日(土)～ 1 月14日(日)

●12月 5 日(火)～12月17日(日)

● 1 月16日(火)～ 3 月16日(土)

● 1 月21日(日)13：00～

宮芳平デッサン展

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
表彰式・選者講評

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
選者・入賞者 色紙・短冊展

宮柊二デスマスク展示

瀧澤さくら写真展

短歌セミナー（講演会）
講師／橘 芳圀（歌人）
会場／堀之内公民館大ホール



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
19

コ
ス
モ
ス
の
花
咲
け
ば
花
を
越
ゆ
る
風
あ
な

冷
や
冷
や
と
鉄か
な

ひ
び
き
す
る

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】「
冷
や
冷
や
」、「
鉄
ひ
び
き
」
に
、
秋
の
空

気
の
透
み
き
っ
た
感
じ
が
あ
る
。
が
、「
冷
や
冷

や
」
に
予
想
以
上
の
冷
た
さ
が
、「
鉄
ひ
び
き
」
に

無
機
物
の
も
つ
違
和
感
が
あ
り
、
ど
こ
か
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
だ
。「
あ
な
」
と
作
者
も
驚
き
を
隠
さ
な
い
。
ふ

る
さ
と
の
コ
ス
モ
ス
を
吹
く
風
で
は
な
く
、
上
京
し

て
住
ん
だ
都
市
近
郊
の
風
だ
ろ
う
。「
肩
ぐ
る
ま
」

の
一
連
の
一
首
目
に
あ
り
、
当
時
の
内
面
の
陰
影
を

暗
示
し
て
い
る
。 

（
水
辺
あ
お
）



ふるさとコレクション▇█190
金峰神社（高知県高岡郡佐川町）
　朝ドラが，牧野富太郎博士を主人公とする「らんまん」と決まっ
てから観光客でごった返していると聞く佐川町だが，もともと牧野
博士を敬愛する土地柄で，植物に関する資料をはじめとして，博士
を偲ぶさまざまのものを大切に保管しており，建築物も移築や補強
をしながら，町のあちこちに存続している。金

きん

峰
ぽう

神社もその一つで
あり，牧野富太郎少年に関る神社が古びて新しいものが必要となっ
たとき，壊すのではなく，遺したのである。杉木立を貫く急峻な石
段を登りきると新，旧の神社は近々と並んでいる。後方の神社は前
面に一対の龍の彫刻を飾り，全体的に繊細な印象だが，金網で厳重
に守られている。地域には「悪さをしたら天狗が来るぞね」という
言い伝えがあるそうだが，ほんとうに天狗の宿のような，深い木立
のちょこっとした空間に神社は在るわけで，庭といえるような地面
も狭い。しかし，ここで少年はバイカオウレンを見つけたのである。
植物学へのスタート地点として，少年を癒した懐として，金峰神社
と木立は大切な処として長く遺されていく。

（写真・解説　黒岩やよえ）

バイカオウレン


